
奈良県の防災訓練に参加してきました！
先日、奈良県で行われた防災訓練に参加してきました！

今回の訓練では、
実際の災害を想定しながら、

・避難所での対応
・情報共有
・地域同士の助け合い

など、「もしもの時」に必要な行動を体験しました。

実際に体験することの大切さ
災害は、
いつ起こるかわかりません。

だからこそ、

「知っておくこと」
「話しておくこと」
「備えておくこと」

が、とても大切だと改めて感じました。

頭で理解しているつもりでも、
実際に動いてみると、
新しく気づくことがたくさんあります。

「避難所ってどう動くんだろう？」
「地域でどんな声かけが必要なんだろう？」

そんなことを考える、
とても大切な時間になりました。

https://shakaikadai.or.jp/archives/1047


防災訓練の様子がYouTubeで公開されています！
その時に行われた防災訓練の様子は、
YouTubeにも公開されています�

▼訓練の様子はこちら

ぜひご覧ください✨

“難しい防災”ではなく、“できる防災”へ
防災というと、
難しく感じたり、
「ちゃんとやらなきゃ」と思ってしまうこともあります。

でも、
日常の中で少しずつ備えることも、
とても大切な防災です�

これからもミシカルでは、
“見て・知って・助かる”
をテーマに、

みなさんと一緒に、
やさしく防災を考えていけたら嬉しいです�

応援の中で見えた、防災に大切なチームの力

https://shakaikadai.or.jp/archives/1040


こんにちは、ミシカル事務局です。

先日、取組みをご一緒させていただいている
パナソニック野球部 の
JABA京都大会 の試合を応援に行ってきました！

会場には、選手たちの真剣な表情と、
仲間を信じてプレーする空気が広がっていて、
とても心が動かされる時間でした。

スポーツの中には、
防災にもつながる大切な力がたくさんあります。

たとえば――

仲間と声をかけ合うこと。
状況を見て判断すること。
自分の役割を理解して動くこと。

どれも、災害時に「命を守る行動」につながる力です。



私たちはこれから、
スポーツを通じて、
子どもたちにこうした力を自然に身につけてもらえるような
取り組みを広げていきたいと考えています。

「防災」は、知識だけでなく、
人と人とのつながりや、
チームで動く力がとても大切です。

グラウンドで生まれるその力を、
地域や日常の中にも届けていく。

そんな未来を描きながら、
これからの活動を進めていきます。

今後の取り組みも、ぜひ楽しみにしていてくださいね。


